
半期ディスクロージャー誌 令和６年度

（令和６年４月１日～令和６年９月３０日）

ＪＡありだのご案内
ＪＡありだは、「有田みかん」と「農業」を核に

元気な地域社会づくりに貢献します。

ありだ農業協同組合
〒６４３－００３２

和歌山県有田郡有田川町大字天満４７－１

℡０７３７－５３－２３１１（代）



1

〔ＪＡありだの基本理念〕

『有田みかん』と『農業』を核に

元気な地域社会づくりに貢献します。

〔めざす姿（ビジョン）〕

１．元気な農業

名実ともに日本一の有田みかん産地としての地位を不動のものとし、

有田みかんを核とした複合産地を維持・形成します。
管内農業の核となる有田みかんについて 80,000ｔの生産量を確保するとともに、概ね

200 億円の農業産出額が維持されている状態をめざします。

２．元気な地域社会

地域とのかかわりを大切にし、豊かな地域社会づくりを応援します。
地域を支える活動や地域に貢献する活動、地域が活気づく取組を積極的に展開し、「有

田みかん」と「農業」と「ＪＡ」の応援団（ファン）が地域に満ち溢れている状態をめ

ざします。

３．元気なＪＡ

真っ先に選ばれる地域Ｎｏ.１の組織をめざします。
農業に関することはもちろん、貯蓄や資金対応、もしもの備え、くらしに関する相談

などライフステージのあらゆる場面において、まずＪＡが選ばれている状態をめざしま

す。

上記３つのビジョンの実現に向けて、以下を重点事項として取組みます。

Ⅰ．農業所得の向上・農業生産基盤の強化

①名実ともに日本一「有田みかん」の産地形成に取り組むとともに、販売品販売高 120

億円の実現に向け取り組みます。

②農業生産基盤の維持に努めるとともに魅力ある園芸産地づくりに取り組みます。

③落葉果樹・野菜・花卉類の販売拡充に取り組みます。

④組合員のニーズに対応した営農企画機能の充実に取り組みます。

⑤ファーマーズマーケットを起点とした地域農業の活性化に取り組みます。

⑥生産コストの低減と利用率の向上に取り組みます。

Ⅱ. 「有田みかん」と「農業」と「ＪＡ」のファンづくり

①総合事業やくらしの活動等の展開を通じて「食べて応援」「作って応援」「利用して

応援」してくれるファン（農業振興の応援団）の拡大に取り組みます。

②「不断の自己改革」の実践のもと、組合員との関係強化（アクティブ・メンバーシ
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ップの確立）に取り組みます。

③組合員・地域住民に対して、安全・安心な食の提供など日常生活の支援に取り組み

ます。

④組合員・地域・全国へ向けた広報活動に取り組みます。

Ⅲ．農業・地域を支える経営基盤の確立

①持続可能な経営基盤の確立・強化に取り組みます。

②農業・地域を支える協同組合らしい人づくりに取り組みます。

③県 1ＪＡ合併に関する研究・協議。

Ⅰ．地域社会貢献活動
当組合は、有田市・有田郡を事業区域として、農業者を中心とした地域住民の方々が組合員

となって、相互扶助（お互いに助け合い、お互いに発展していくこと）を共通の理念として運
営される協同組織であり、地域農業の活性化に資する地域金融機関です。

当組合の資金は、その大半が組合員の皆さまなどからお預かりした、大切な財産である「貯
金」を源泉としております。当組合では資金を必要とする組合員の皆さま方や、地方公共団体
などにもご利用いただいております。

当組合は、地域の一員として、農業の発展と健康で豊かな地域社会の実現に向けて、事業活
動を展開しています。

また、ＪＡの総合事業を通じて各種金融機能・サービス等を提供するだけでなく、地域の協
同組合として、農業や助けあいを通じた社会貢献に努めています。

（１）組合員の数                （単位：人）

資 格 区 分 令和６年９月末

正
組
合
員

個        人 7,653

団
体

農事組合法人 5

その他の法人･団体 24

准
組
合
員

個        人 9,118

団

体

農業協同組合 -

農事組合法人 1

その他の法人･団体 60

合    計 16,861

（２）出資口数                           （単位：口）

令和６年９月末 令和６年３月末 令和５年９月末

正組合員 1,500,046 1,488,694 1,524,858

准組合員 648,265 640,908 641,327

処分未済持分 - 14,766 -

計 2,148,311 2,144,368 2,166,185

（摘要） （１）出資１口金額：1,000 円

１．地域からの資金調達の状況
（１）貯金残高・・・・・・224,398,910 千円

（２）貯金商品の概要・・・すこやか定期貯金、年金予約定期貯金、子育て応援定期貯金、ゆとり定期
積金、相続専用特別定期貯金、等
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２．地域への資金供給状況
（１）貸出金残高・・・・・・・組合員等        15,580,724 千円

               地方公共団体      1,267,529 千円
               その他         148,583 千円

（２）制度融資取扱い状況・・・農業近代化資金     161,570 千円
※地域農業の基本構想を踏まえ担い手の育成と地域農業の振興に資する農業者の資金ニー

ズに対する相談に応じています。

（３）融資商品の概要
    農業資金・・・農業近代化資金、生活営農資金、営農ローン、農業振興資金、

農業法人応援ローン、新規就農応援資金等
生活資金・・・カードローン、教育ローン、マイカーローン等

    住宅資金・・・住宅ローン、リフォームローン等

３．文化的・社会的貢献に関する事項
（１）高齢者福祉活動

・介護保険事業・高齢者生活支援事業を軸として、高齢者が安心してゆたかに暮らせる地域

社会づくりに取り組んでいます。

訪問介護事業

平成１２年４月１日  ＪＡありだ清水訪問介護事業所が事業開始

平成３０年１０月１日 清水訪問介護事業所をＪＡありだ訪問介護センター清水出張所とし

て事業開始

令和４年７月３１日  ＪＡありだ訪問介護センター清水出張所をＪＡありだ訪問介護セン

ターと改称

居宅介護支援事業

平成１３年５月１日  ＪＡありだ居宅介護支援事業所が事業開始

平成２５年８月１日  ＪＡありだ居宅介護支援事業所をＪＡありだ清水ケアプランセンター

と改称

高齢者生活支援事業

平成１８年６月１日  高齢者生活支援事業を開始

令和４年８月１日   事業実施区域を有田川町内に変更

・職員対象に「認知症サポーター養成研修」を実施し、在職職員３０８名が受講しました。

（２）健康活動

・「普通救命講習」を在職職員２２３名が受講しました。

・管内事業所１１か所にＡＥＤを設置しています。

（３）くらしの活動

・将来を担う次世代層の子どもたちに、生きることの最も基本的な要素である「食」と、そ

れを支える「農」について、体験し、学ぶ「食農教育」を重要な取り組みとして位置づけ、

食の大切さや農業の役割等、理解を深める活動を展開しています。

【ちゃぐりんキッズスクール】

管内小学校３, ４年生を対象に募集し１５人が参加。６月から９月に５回開催し、田植

え、お金の勉強、野菜の種植えや稲刈りなどを体験しました。

【管内小学校へのさつまいも苗の提供】

   さつまいも苗を１８校に提供しました。

【管内小学校への「出前授業」】

    申込みのあった１３校に対して、「地元の野菜を使ったピザ作り」「山椒入り棒ギョウザ」

「手作りこんにゃく」「さつまいも苗の定植」の出前授業を行いました。
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  ・ウォーキングを通して、組合員、利用者、さらに地域住民の健康維持と体力向上をはかる

とともに、参加者の仲間づくりを通し、「いきがい」のある暮らしを提供することを目的

として、健康ウォーク講座「スマイルウォーク」を実施しました。

      ７月から３回開催。ウォーキングレッスンや健康体操、また熊野古道や白浜をウォーキ

ングしました。５２名の方が参加しています。

   ・地域の元気な高齢者を対象とした健康教室を開催し、健康維持や体力づくり、介護予防促

進を図ることを目的に「ＪＡ健康倶楽部 熱々シニア隊」を実施しました。

全６回の連続講座とし、体幹力や歩行力、柔軟力アップを目指し、７月から３０名が参加。

３回実施しました。

・「ＪＡありだ女性会」活動

各支部活動をはじめ、「防災講座」「ボッチャ大会」「ふれあい旅行」などを開催、フレッ

シュミズ部会は「親子パン教室」等、親子で参加できる活動を実施しました。

・青少年の育成活動として９月中旬から１１月中旬にかけて、第２０回ＪＡありだ共済杯学

童軟式野球大会（参加：Ａクラス１０チーム・Ｂクラス８チーム）を開催しました。

・各支所における協同活動として、組合員、地域の方に向けた「支所まつり」や地域の小学

生を対象とした農業体験を行いました。他にも、登校時の交通安全指導や「子どもを守る

日」への参加、高齢者見守り活動、地域の清掃活動など、さまざまな活動を通じ、組合員・

地域住民・ＪＡが交流を図り、支所を拠り所とする取り組みを実施しました。

・買い物が不便な地域の生活支援と、“見守り隊”的機能の役割発揮に主眼を置いた「ＪＡ移

動購買」に取り組んでいます。

・移動購買においては、過疎化が進行する清水エリアで「有田川町地方創生パートナー企業」

として行政と連携した取り組みを行っています。

・管内一市三町と協定し、高齢者等の見守り協力事業所として、事業活動における訪問時や

日常業務において、高齢者等の異変のサインに関心をもち注意を払う「高齢者等の見守り

協力」に取り組んでいます。

（４）情報の提供

・営農経済渉外担当者の配置を行い、情報提供と相談活動に取り組んでいます。営農指導員

も同行し、より多くの情報伝達を行いました。

・営農情報の媒体として、LINE を取入れ画像や動画の活用により、営農情報を明確に配信で

きるようにしました。

・組合員を対象に広報誌「大きな輪」、地域住民を対象にコミュニティ紙「こんにちはＪＡで

す」を発行し、食と農に対する意識の醸成や理解促進、ＪＡの活動等の情報発信や認知度

向上に取り組みました。

・各支所それぞれが、支所協同活動の様子や地域の情報など、趣向を凝らした「支所だより」

を発行しました。

・ホームページを中心に、インスタグラム、フェイスブックや YouTube、公式 LINEなどＳＮＳを通じ、

ＪＡの取り組みや有田みかんを中心とした農作物や地域の魅力をはじめ、有益な情報など積極的に

発信しました。

（５）くらしの相談活動

・弁護士・税理士による総合相談会を開催しました。

（６）利用者ネットワーク化への取り組み

・ＪＡ共済こどもくらぶの取り組みとして本年度も、会員募集のみ実施し、会員全員へ育児

情報誌を贈呈しました。
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（７）安全・安心なブランド産地への取り組み

・各種広報や研修会及び店舗窓口において、農薬の適正使用・環境への配慮の周知徹底を行

いました。

・出荷前の生産履歴記帳、確認等の指導・推進を行いました。

・不要となったプラスチックコンテナ、農薬使用済容器、肥料空袋等の回収処理を行いまし

た。
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Ⅱ．財務状況や事業に関する取り組み

１ 農協法及び金融再生法開示債権(単体)

  (単位：千円)  

債権区分 令和６年９月末 令和６年３月末 増 減

破産更生債権および

これらに準ずる債権
36,008 54,673 ▲ 18,664

危 険 債 権 170,459 179,553 ▲ 9,094

要 管 理 債 権 5,870 0 5,870

三月以上延滞債権 5,870 0 5,870

貸出条件緩和債権 0 0 0

正 常 債 権 16,799,271 16,690,113 109,157

合 計 17,011,610 16,924,340 87,269

注１ 令和６年９月末の計数は、次の方法により算出しています。

① 各債権区分額は、令和６年３月末時点の債権額を基準として、令和６年９月末時点

の残高に修正しています。

② 令和６年３月末から令和６年９月末までの間に、債務者区分の変更が必要と認識し

た先については、９月末時点の債務者の状況に基づき債権区分を変更しています。

２ 「破産更生債権およびこれらに準ずる債権」「危険債権」「正常債権」についての対

象債権は、信用事業与信額で、また「要管理債権」の対象債権は貸出金です。

３ 「破産更生債権およびこれらに準ずる債権」とは、自己査定における破綻先、実質破

綻先のうち信用事業に係る総与信（貸出金、貸付有価証券、債務保証見返、信用未収利

息、信用仮払金）で法的破綻等による経営破綻に陥っている債務者に対する債権です。

４ 「危険債権」とは、自己査定における破綻懸念先のうち信用事業に係る総与信で、経

営破綻の状況にはないが財政状況の悪化等により元本利息の回収ができない可能性の高

い債権です。

５ 「要管理債権」とは、自己査定における要管理先のうち三月以上延滞貸出金および貸

出条件緩和貸出金です。

６ 「正常債権」とは、上記２～５以外の信用事業に係る総与信です。

２ 単体自己資本比率

令和６年９月末（推計値） 令和６年３月末

  １２％程度 １２．７２％

注１ ９月末の単体自己資本比率（推計値）は、令和６年３月末の自己資本額・信用リス

クアセット額・オペレーショナルリスク相当額を基準に、９月末までの資産増減から

推計した信用リスクアセット額を令和６年３月末の信用リスクアセット額に加減し算

出しています。
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３ 信用事業における主要勘定の状況

(単位：千円)

令和６年９月末 令和６年３月末 令和５年９月末

貯 金 224,398,910 231,478,266 226,925,986

貸 出 金 16,996,837 16,906,103 16,901,920

預 け 金 196,084,822 204,181,352 197,403,073

有 価 証 券 4,367,673 5,090,900 5,731,548

４ 有価証券等時価情報

【有価証券】                       (単位：百万円)

区分
令和６年９月末 令和６年３月末

取得価額 時価 評価損益 取得価額 時価 評価損益

売 買 目 的 - - - - - -

満期保有目的 — — — 500 500 0

そ の 他 5,407 4,368 ▲1,039 5,407 4,591 ▲816

合 計 5,407 4,368 ▲1,039 5,907 5,091 ▲816

注１ ９月末の有価証券の時価は９月末日における市場価格等に基づく時価としています。

２ 取得価額は償却原価法適用後、減損処理前のものです。


